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の
経
緯
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

一
九
八
五
年
三
〜
九
月
に
か
け
て
、
茨
城

県
の
筑
波
研
究
学
園
都
市（
現
在
つ
く
ば
市
）

に
お
い
て
国
際
科
学
技
術
博
覧
会
（
通
称
・

科
学
万
博
）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
と
平
行

し
て
、
同
年
七
月
に
は
、
運
輸
政
策
審
議
会

か
ら
「
二
一
世
紀
に
お
け
る
東
京
圏
の
姿
を

展
望
し
つ
つ
新
た
な
東
京
圏
に
お
け
る
高
速

鉄
道
を
中
心
と
す
る
交
通
網
の
整
備
と
し
て

都
市
交
通
政
策
上
喫
緊
の
課
題
」
と
の
答
申

に
よ
り
Ｔ
Ｘ
（
当
時
は
常
磐
新
線
と
呼
ん
で

い
た
）
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
鉄
道
整
備
の
特
色
は
、「
大
都
市
地

域
に
お
け
る
宅
地
開
発
及
び
鉄
道
整
備
の
一

体
的
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
八
九
年

六
月
成
立
、通
称
・
一
体
化
法
、宅
鉄
法
）の
適

用
を
受
け
、
鉄
道
整
備
と
沿
線
地
域
の
開
発

を
一
体
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

当
初
、
Ｔ
Ｘ
を
運
営
す
る
鉄
道
会
社
は
存

在
し
て
お
ら
ず
、
し
か
も
約
六
〇
㎞
と
い
う

長
い
路
線
を
段
階
的
に
で
は
な
く
一
度
に
開

業
さ
せ
る
と
い
う
国
内
で
も
あ
ま
り
例
の
な

い
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、Ｔ
Ｘ
の
整
備
・

運
営
主
体
と
し
て
一
都
三
県
、
沿
線
自
治
体
、

民
間
企
業
の
出
資
に
よ
っ
て
、
九
一
年
三
月

に
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
株
式
会
社
が
設
立
さ

れ
た
。

　

九
二
年
二
月
に
工
事
着
工
、

鉄
道
建
設
の
総
事
業
費
約
八
三

〇
〇
億
円
を
か
け
、
当
初
二
〇

〇
〇
年
開
業
の
計
画
よ
り
五
年

遅
れ
た
も
の
の
、
二
〇
〇
五
年

八
月
二
四
日
に
開
業
を
迎
え
た
。

　

宅
鉄
法
に
よ
る
沿
線
開
発
の

背
景
に
は
、
通
常
、
鉄
道
が
来

る
と
周
辺
の
地
価
が
上
昇
す
る

の
で
、
そ
れ
な
ら
ば
、
線
と
面

を
一
体
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
開
発
利
益
を
鉄
道
に
還
元
し
よ
う

と
い
う
発
想
が
あ
っ
た
。
宅
鉄
法
が
で
き
た

時
代
を
考
え
る
と
、
首
都
圏
で
は
宅
地
を
大

量
供
給
し
て
も
間
違
い
な
く
さ
ば
け
る
時
期

で
、
地
価
神
話
も
健
在
。
そ
の
後
や
っ
て
く

る
バ
ブ
ル
崩
壊
や
長
期
に
わ
た
る
地
価
下
落

は
当
然
の
こ
と
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
や
人

口
減
少
社
会
の
到
来
も
意
識
は
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
が
、
今
日
の
行
政
の

財
政
負
担
に
も
つ
な
が
り
、
土
地
（
先
買
い

地
）
処
分
を
は
じ
め
と
す
る
沿
線
開
発
の
有

り
方
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
の
概
要

　

次
に
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
の
概
況
と
そ
の
現

状
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。

　

Ｔ
Ｘ
沿
線
の
開
発
計
画
は
、
図
表
１
に
見

る
通
り
、
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
、
茨
城
の
１

都
三
県
に
わ
た
り
、
総
計
二
〇
地
区
で
整
備

面
積
は
約
三
三
〇
〇
㌶
、
計
画
人
口
二
五
万

六
〇
〇
〇
人
に
及
ぶ
。
こ
の
う
ち
茨
城
県
が

整
備
面
積
の
約
五
割
、
計
画
人
口
の
約
四
割

を
占
め
て
お
り
、
沿
線
自
治
体
の
中
で
も
っ

と
も
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
。
駅
数
は
、
東
京
七
、

埼
玉
二
、
千
葉
五
、
茨
城
六
の
合
計
二
〇
駅

で
、
茨
城
県
内
は
駅
ご
と
に
開
発
地
域
が
設

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
通

２
年
の
現
状
と
課
題

財
団
法
人　

常
陽
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー　

主
任
研
究
員 

粕
田
裕
士

経
歴
◆
一
九
九
五
年
常
陽
銀
行
入
行
、

二
〇
〇
〇
年
常
陽
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員
、
〇
六
年
よ
り
現
職
。

【
第
10
回
】　

　

秋
葉
原（
東
京
都
千
代
田
区
）

と
つ
く
ば
（
茨
城
県
南
部
）
の

五
八
・
三
㎞
を
最
短
四
五
分
で

結
ぶ
高
速
鉄
道
で
あ
る
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
以
下
、
Ｔ
Ｘ

と
い
う
）
が
開
通
し
て
、
二
〇

〇
七
年
八
月
二
四
日
で
二
年
が

経
過
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
開
通

二
年
を
迎
え
た
Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
。

Ｔ
Ｘ
開
通
ま
で
の
経
緯

と
時
代
背
景

　

は
じ
め
に
、
Ｔ
Ｘ
開
通
ま
で
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定
さ
れ
て
い
る
。

　

開
発
現
況
を
概
観
す
る
と
、「
流
山
お
お

た
か
の
森
」
と
「
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
」
駅

前
に
大
型
Ｓ
Ｃ
が
開
業
し
て
い
る
ほ
か
、
住

居
系
で
は
、
埼
玉
、
千
葉
、
茨
城
県
内
の
各

駅
周
辺
で
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
目
立
つ
。

　

図
表
２
は
、
茨
城
県
内
の
開
発
地
区
の
概

況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
八
地
区
の
う

ち
実
質
的
に
整
備
が
開
始
さ
れ
て
い
な
い
上

河
原
崎
・
中
西
と
中
根
・
金
田
台
、
及
び
、

既
に
施
工
期
間
が
完
了
し
た
守
谷
東
を
除
く

五
地
区
で
開
発
が
進
行
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
茨
城
県
が
事
業
主
体
と
な
り
、

Ｔ
Ｘ
開
業
以
降
も
っ
と
も
力
を
入
れ
て
き
た

の
が
、
み
ら
い
平
で
あ
る
。
民
間
事
業
者
と

の
共
同
分
譲
に
よ
り
、
こ
こ
ま
で
約150

戸
の
戸
建
住
宅
を
分
譲
（
現
在
の
建
売
分
譲

の
最
多
価
格
帯
四
六
〇
〇
万
円
台
）、
さ
ら

に
、
駅
前
に
は
沿
線
最
大
規
模
の
マ
ン
シ
ョ

ン
（
六
六
〇
戸
）
も
建
設
さ
れ
た
。

　

一
方
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
事
業
主
体
の
研

究
学
園
は
、
開
発
面
積
が
四
八
四
㌶
と
沿
線

で
も
最
大
規
模
で
あ
る
。
戸
建
住
宅
の
分
譲

（
現
在
の
建
売
分
譲
の
価
格
帯
：
五
一
〇
〇

〜
五
八
〇
〇
万
円
）
の
ほ
か
、
駅
前
に
は
大

型
マ
ン
シ
ョ
ン
（
二
棟
、
約
七
〇
〇
戸
）
が

建
設
中
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
型
Ｓ
Ｃ
の
建

設
や
つ
く
ば
市
役
所
の
移
転
計
画
も
公
表
さ

れ
て
い
る
。

つ
く
ば
の
魅
力
を
い
か
に
高
め
て

い
け
る
か
が
課
題

　

誌
面
の
制
約
か
ら
他
の
開
発
地
区
に
つ
い

て
の
説
明
を
省
略
す
る
が
、
Ｔ
Ｘ
開
業
二
年

の
開
発
状
況
を
見
る
と
、
茨
城
県
内
で
も
、

駅
前
の
マ
ン
シ
ョ
ン
分
譲
と
駅
周
辺
の
戸
建

分
譲
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

　

商
業
系
に
つ
い
て
も
、
将
来
の
人
口
増
や

周
辺
か
ら
の
集
客
を
見
込
ん
で
、
Ｓ
Ｃ
だ
け

で
な
く
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
立
地
型
の
商
業
施

設
な
ど
の
引
き
合
い
も
、
足
下
で
は
旺
盛
だ

と
聞
く
。
こ
う
し
た
強
い
需
要
を
背
景
に
、

〇
七
年
の
公
示
地
価
も
、
守
谷
市
の
住
宅
地

が
前
年
比
プ
ラ
ス
二
二
・
九
％
、
商
業
地
が

プ
ラ
ス
二
一
・
五
％
と
大
き
く
上
昇
す
る
な

ど
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
の
地
価
動
向
は
一
五
年
連
続

し
て
下
落
が
続
く
茨
城
県
内
の
平
均
的
な
動

き
か
ら
は
乖
離
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、改
め
て
図
表
２
を
見
る
と
、

い
ず
れ
の
地
区
も
計
画
人
口
に
至
る
ま
で
に

は
ほ
ど
遠
く
、
開
発
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば

か
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
今
後
も
、
開

業
か
ら
現
在
ま
で
の
ペ
ー
ス
の
ま
ま
開
発
予

定
地
の
区
画
整
理
が
完
了
し
て
、
続
々
と
開

発
、
建
築
が
進
む
と
は
考
え
に
く
い
。
消
費

全
体
の
パ
イ
の
拡
大
が
期
待
し
に
く
い
環
境

の
な
か
で
、
既
存
商
業
施
設
と
の
競
争
激
化

と
い
っ
た
問
題
も
顕
在
化
し
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
の
な
か
で
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、
沿
線
開
発
を
持
続
可
能
な
も
の

に
す
る
た
め
に
は
「
つ
く
ば
」
の
魅
力
を
い

か
に
高
め
て
い
け
る
か
が
課
題
だ
と
考
え
て

い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
首
都
圏
へ
の
住
宅
供
給
と
い

う
「
東
京
へ
の
近
さ
」
で
は
な
く
て
、「
Ｔ
Ｘ
」

の
線
と
し
て
魅
力
や
期
待
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
だ
。

　

つ
く
ば
の
「
売
り
」
は
「
都
市
」・「
自
然
」・

「
知
」
の
三
要
素
を
と
も
に
享
受
し
な
が
ら

ゆ
と
り
の
居
住
空
間
で
生
活
を
送
る
「
つ
く

ば
ス
タ
イ
ル
」
で
あ
る
。
実
際
に
Ｔ
Ｘ
沿
線

に
転
居
し
て
き
た
人
へ
の
取
材
か
ら
は
、「
駅

に
近
く
て
、
か
つ
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
へ
の

満
足
度
は
高
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
一
部
の
地
区
で
は
、
行
政

も
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
大
規
模
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
設
も
計
画
さ
れ
、
周
辺
住
民
と
の
摩

擦
が
生
じ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
つ

く
ば
市
や
守
谷
市
で
は
高
度
地
区
指
定
や
景

観
条
例
な
ど
の
規
制
も
強
化
さ
れ
て
き
て
い

る
。
長
い
目
で
見
た
と
き
、
駅
前
に
マ
ン
シ

ョ
ン
ば
か
り
林
立
し
て
い
る
光
景
が
果
た
し

て
「
つ
く
ば
ら
し
さ
」
に
つ
な
が
る
の
か
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
茨
城
の
外
か
ら
見
る
と
、
つ
く
ば

に
対
す
る
認
知
度
は
必
ず
し
も
高
く
は
な
い
。

住
宅
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
「
千
葉
や
埼
玉
で
は
、

ま
だ
ま
だ
つ
く
ば
の
知
名
度
は
低
い
」
と
の

指
摘
も
あ
る
。
情
報
発
信
の
観
点
か
ら
も
改

善
の
余
地
が
あ
る
と
言
え
る
。

　

実
際
に
現
場
に
足
を
運
ん
で
み
る
と
、
地

域
住
民
の
な
か
か
ら
は
、
新
旧
住
民
や
周
辺

企
業
が
一
体
と
な
っ
て
沿
線
の
魅
力
を
高
め

よ
う
と
し
た
り
、
地
域
の
問
題
解
決
に
あ
た

る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　

沿
線
開
発
と
い
う
「
マ
ク
ロ
」
の
視
点
と
、

小
さ
く
て
目
立
た
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
よ
う

な
着
実
で「
ミ
ク
ロ
」な
活
動
が
結
び
つ
い
た

と
き
、
つ
く
ば
の
魅
力
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て

い
く
と
期
待
し
た
い（
本
稿
は『
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｃ
』

二
〇
〇
七
年
八
月
号
調
査
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
通

二
年
の
現
状
と
課
題
」
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
）。

東京都
（２地区）
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図表１　都県別のTX沿線整備面積と計画人口（20地区)
茨城県内開発地域

地区名 守谷駅周辺 守谷東 みらい平 つくばみどり
の里

田園都市島名
(島名･福田坪)

田園都市島名
(上河原崎･中西) 研究学園葛城 中根・金田台

市町村名 守谷市 守谷市 つくばみらい市 つくば市 つくば市 つくば市 つくば市 つくば市

最寄駅 守谷駅 みらい平駅 みどりの駅 万博記念公園駅 研究学園駅 つくば駅

事業主体 守谷市
守谷市守谷東
特定土地区画
整理組合

茨城県 ＵＲ都市機構 茨城県 茨城県 UR都市機構 UR都市機構

施行面積 38.7ha 39.5ha 274.9ha 292.7 ha 242.9ha 168.2ha 484.7ha 189.9ha

整備面積
(H18末) 31.2ha 39.5ha 116.2ha 32.0ha 40.5ha 0.7ha 114.8ha 0.0ha

進捗率 81% 100% 42% 11% 17% 0.4% 24% 0%

計画人口 3,800人 2,400人 16,000人 21,000人 15,000人 11,000人 25,000人 8,000人
人口

(H19.7.1現在) 422人 1,896人 ※1,865人 385人 242人 － 429人 －

施行期間 1995～2008 完了 1993～2017 2000～2019 2000～2019 2000～2019 2000～2019 2004～2022

※茨城県、つくば市、つくばみらい市、守谷市資料より当センターが作成。※みらい平地区の人口はH19.5月末現在

図表２　茨城県内開発地域


